
 

 

２０２１年１２月１３日 

三井化学株式会社 

三井化学、脱炭素社会に寄与する電力取引 DX のデジタルグリッド社に出資 

 

三井化学株式会社（本社：東京都港区、社長：橋本 修）は、発電事業者/需要家間で   

直接電力取引が可能なプラットフォームサービス提供事業を運営するデジタルグリッド株式会社    

（本社：東京都千代田区、社長：豊田祐介）へ、2021 年 12 月に出資しました。 

今回の出資により、三井化学とデジタルグリッドが連携し強みを生かすことで、日本の再生可能     

エネルギー導入推進に向けたデータソリューション型ビジネスを進めて参ります。 

 

 

 

 

 

 

◆背景と課題認識 

世界的な地球温暖化を防止するため各国でカーボンニュートラルの取り組みが進められ、日本政府も

2050 年カーボンニュートラルを宣言しています。しかし日本では、本来大きな役割を果たすべき再生  

可能エネルギーの利用が、需給調整の手間がかかることやコスト高のため、進んでいないのが実情です。 

さらなる利用拡大には、出力不安定な再生可能エネルギーの需給調整のコスト削減に寄与する、 

簡便かつ低コストな取引きの仕組みが必要とされています。両社は、デジタルグリッドが提供するデジタル

グリッドプラットフォームが、その有効な手段の一つと考えています。 

 

◆三井化学グループとのシナジーについて 

三井化学では太陽光発電所の診断・コンサルティングサービスの提供により、再生可能エネルギーの

中でも重要な位置付けを占める太陽光発電の安定的な発展・運用に寄与しています。さらに本年 8 月

からはオンライン診断サービスも開始し、短時間での発電性能診断や期待発電量予測を可能にしていま

す。デジタルグリッドプラットフォームとの連携により、データソリューション型ビジネスの創出を加速し、再生

可能エネルギーの普及に貢献して参ります。 

 

◆デジタルグリッド株式会社とは 

「電力を生む発電家」と「電力を買う需要家」が直接売買できるシステムを備えたプラットフォーム「デジ

タルグリッドプラットフォーム（DGP）」を提供する会社です。DGP は、再生可能エネルギー電源に加え 

通常電源など多種多様な電源と電力需要をピアツーピア（P2P）で結び付けます。 

 

 

 



 

 

 

主な特徴は 以下の 3 点です。 

①電力取引の専門資格やシステム投資なしで取引できる ⇒電力取引プレーヤーを増やせる 

②電源識別を行う（例えば、再エネだけを選んで購入できる） ⇒再エネ活用を円滑化する 

③需給調整等の煩雑な業務を AI などで自動化 ⇒発電家は電気の効率的な売却、需要家は   

電力コスト削減が見込める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ デジタルグリッド 会社概要 

会社名 デジタルグリッド株式会社 

代表 代表取締役社長 豊田祐介 

設立 設立：2017 年 10 月 

所在地 東京都千代田区丸の内 2-2-3  丸の内仲通りビル７階 

事業内容 電力及び環境価値取引プラットフォーム事業 

会社 HP http://www.digitalgrid.com/ 

 

以上 

 

 

 

 

＜ニュースリリースに関するお問い合わせ先＞ 

三井化学株式会社 コーポレートコミュニケーション部 

（TEL：03-6253-2100、  

問い合わせフォーム： https://form.mitsuichemicals.com/corporate/cc_pr_csr_ja ） 
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